






?? ?? ?? ほ
穂
学 位 の 種 類
学 位 記 番 号
学位 授 与年 月 日
学位授与の要件
研 究 科 ・専 攻
学 位 論 文題 目


































論 文 内 容 の 要 旨
私たちは、視覚 ・聴覚 ・触覚 ・味覚 ・嗅覚など多様な感覚モダリティを通 して外界を知覚 し、認識す
る。それには、嬉 しさ、心地よさなど豊富な印象 と感情が ともない、認識を色鮮やかで現実感あるもの
に染め上げる。私たちはそれ らの印象が外界からどのような情報を抽出し統合 して得たものか無自覚で
ありなが ら、感受 した印象は取 り巻 く世界の彩 りをリアルに再表現 し、その一部は言語化 される。 この
ように感覚モダ リティを通 して直接的に喚起され、感情あるいは情緒 と深い結びつきを自動的にもっ印
象を本論文では感性印象 と呼び、研究対象 とする。本論文では簡略化のため、印象 という用語を感性印
象の略語 として用いるが、概念をより明確 にする必要がある場合には感性印象 という用語を使用する。
五感を通 して喚起 された豊富な感性印象は、ときには感覚モダリティの垣根を超え、あたたかな色(温
覚+視 覚)、やわ らかい音(触覚+聴 覚)な どの共感覚表現 を生み出す。また、心地 よさ、美 しさなどの






近年 の心理学的感性研究 に もとづ き、本論文では`感 性'を 次の ように とらえる。感性 は、あ らゆ る
事物 に対 して`快 一不快'を その 中心 として`美 しい'`心地 よい'な どの情緒的 または美的な印象や感
情を感受す る、 またはそ うした印象や感情 を喚起 す る事物 を創造す る心的機能で ある。
感性研究 は、感性工学の隆盛 な ど、近年急速 に発展 した ようにみえ るが、古 くか ら哲学 において理性 ・
知性 に対す る概念 として、感性 は人間の現実感覚や認識 ・認知 に不可欠な もの とされて きた。美 と芸術
の本質 を問 う美学は、感情 ・直感 ・想像 力 といった感性 と密接 なかかわ りを持 ってい る。心理学 では、
19世紀 に心理学的手法 を用 いた美学 すなわち実験:美学が うまれ、G.TFechnerは、心理物理学的手法
によ り美的感覚 を定量化 した。 それ に加 え、美 的刺激 にか ぎらず単純 な感覚刺激 の知覚 において も感情
が ともなう とし、感覚感情(赤 色 をみ る と興奮 す るな どの感覚 に ともなって生 じる感情)の 研究 をは じ
めて行 った。
Fechner以後 も、多 くの心理学者 によって、美感 と知覚原理、覚醒水 準、個 人差 の関係 な ど幅広 い考
察 が与え られてお り、最近で は、美感を感受 する脳 内基盤 を明 らかにす る試みが ある。ニ ュー ロイメー
ジング装 置を用 いた研究で は、美 しさを感受 または判断 してい る ときは、報酬 に関与す る部位(眼 窩前
頭前野な ど)に 加 え、視空間的 ワー キングメモ リや意志決定 に関与す る背側前頭前野が賦活す る との報
告があ る。 したが って、美感の生成 には複数 の処理 システムが関与 してい ると考 え られ、多層な処理機
構 を仮定 す る必要が ある。
現在の感性研究 は、対象 を芸術 に限定せ ずに、 より幅広い対象か ら喚起 され る好みや美感、 またそれ
らと同時に喚起 され る多種多様 な印象を研究対象 とす る。その一っが感性 印象の言語表現 と感覚 モダ リ
ティの関連 に着 目した共感覚表現 の研究 であ る。感性印象 を表現 す る際に`やわ らかい色'`明るい音'な
どの よ うに修飾 す る名 詞 の感 覚 モ ダ リテ ィ と修 飾語 のモ ダ リテ ィが一 致 しな い表 現 を共感 覚表 現
(synestheticexpression)とい う。共感覚表現 に は、低次 の感覚モ ダ リティ(触 覚 ・味覚)の 形容語
が、 よ り高次 の感覚モ ダ リテ ィ(視 覚 ・聴覚)を 修飾可能で ある とい う方 向性が あ り、最近 の脳波研究
で は、共感覚表現の理解度の高 い もの(例.柔 らかな色)と 、理解度が低 いもの(例.赤 い手触 り)を
比較 す ると、波形 に違 いがみ られ、それ らを支 える独 自の神 経基盤 がある と考 え られてい る。
感覚モダ リティを超 えた修飾 関係 を もつ共感覚表現 を可能 にす るのは、喚起 された印象 自体 に特定 モ
ダリテ ィを越 えた類似性があ るため とも考 え られ る。異な るモダ リティに属す る刺激 問で類似 した印象
が 得 ら れ る こ と を共 感 覚 性(synaesthetictendencies)、ま た は 通 様 相 性 現 象(intermodality
phenomenon)とよぶ。古典的研 究 は、W:Kohlerによって報 告 された音象徴 、すなわ ち音声 と幾何学
図形 の対応関係 についての検討 であ る。 これ は言語の音声的鋭 さや柔 らか さ と、図形 の鋭 さや柔 らか さ
が感覚モ ダ リテ ィを超 えて類 似 して知 覚 され る現 象で、た とえば、丸 い図形 と角 ばった図形、 そ して
`maluma/takete'とい う単語 を呈示す る と、ほ とん どの人が丸み を帯 びた形態 は`maluma'、角 ぼっ
た形態 は`takete'である と答 える。音象徴 の生起 メカニズムにつ いて、複数 の研究者 は実際 に文字 を
見 ると音が聞 こえるな どの共感覚現象 と同 じメカニズ ムによると主張 して いるが、両者 のメカニズムの
同一性 を示す実験報告 はな く、推測 の域 を出 ない。一方、Martino&Marks(1999)は、聴覚 と視覚
の共感覚性 につ いての実験 的検討 か ら、共感覚性 は経験 や学 習に よって後天的な連合形成 によって生 じ
ると主張 してい る。それ以外 に も色彩 と言語、抽象概念 と形態 な どの共感覚性 が確認 され ているが、発
生機構 につ いての考察 ・検討 はほ とん どないのが現状 であ る。
線形 パ ター ン と抽 象概念 の共 感覚性 に対 す る心理学 的検討 は、近年、印象 測定法 で あ るSemantic
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Differentia1(以後SD法 と略記)法 を用いて盛んにな され ている。大山他(1998)は、SD法を用 いて線
形パ ター ン、音楽、映像、言語概 念 などさまざ まな感覚刺激 の印象 を計測 し、各種 の刺激か ら生 じる印
象 は、感覚モダ リテ ィを超 えた共通性 があ り、 その共通性 はそれ ぞれの刺激 に よって生 み出され る心理
状態の類似 による と主張 した。 また こうした類似性 は、 さまざまな表現形 式 による多様 な芸術表現の心
理的基礎 となってい るとい う。一一方、Takahashi(1995)は絵画刺激 と言語刺激 の印象 を比較 し、両者
の因子構造、特 に評価性因子 と活動性 因子 の因子構造が類似す る一方で、 力量性 因子で は両者 に明確 な
差が あるこ とを見 出 した。言語概念 で力量性 因子 を特徴づ ける形容詞群は情緒 的 ・内包 的で あるの に対
し、絵画 の力量性因子 を特徴 づ ける形容詞 は、触知覚 の性質 を示す形 容詞群 で構成 され てお り、絵画刺
激 は触覚 印象 を喚起す ることを示 唆 した。
一方、実際 に刺激が入力 され る感覚 モダ リティの変化や、複数モ ダ リテ ィに よる入力が感性印象 に与
え る影響 も検討 されて いる。:Lindaueretal.(1986a;1986b)は、立体刺激 を見 る場合 と、触 る場合、
両 モダ リテ ィで知覚す る場合の印象を比較 し、視覚 ・触覚間で は印象内容 の変化 はほ とん どみ られない
と報告 し、感覚モ ダ リテ ィにかかわ らない共通 の属性が 内在 してい る可能性 を主張 して いる。 しか し、
類似 した 印象が感覚モ ダリテ ィにかか わ らず喚起 され るの に、現実場面で は種々 の感覚モ ダ リテ ィに依
存 した芸術が存在 し、人々に多様 な喜 びを与 えるのはなぜかな ど、根本 的に追求 すべ き課題が残 る。
これ に対 して、異種刺激 の同時入力 による交互作用 や統合効果 の検討で は、音楽刺激 を付随 させ るこ
とによ り絵画の評価的 ・活動的な印象が変容す ること(:Lindneretal.,1987)、音楽刺激 とビデオ刺激
の内容が一致す る場合 に互 いの印象 に影響 を及ぼす こ と(Iwamiya,1994)、音声が表情認知 に影響 をあ
た え るこ と(deGelder&Woomen,2000;V血oomen,Drive鴨&deGelder,2001)などが報 告 され
て いる。 また、視聴 覚だ けでな く、視覚 と嗅覚間で も、香水 によ り人物 の印象が変容す るこ とが示 され
て いる(Baron,1981;Foir,1992)。以上の知見 は、複 数モ ダ リティか ら刺激が入力 され た場合 には、
情報 を統合 した印象形成が なされ る ことを示 してい るが、 同時に これ らの研究で は刺激 内容 の一致性や
印象の質的側 面な ど複数 の要 因が影響す るこ とも示唆 されてい る。
以上、感性研究 と感覚 モダ リティの特 性 を概説 して きたが、感性研究の なかで、感覚モダ リテ ィの機
能的特性 について詳細 に検討 され た例 はそれ ほど多 くない。 しか しなが ら、共感覚表現や共 感覚性、 お
よび印象 生成 におけ る感覚間相互作用 が示唆 す るの は、感覚 モダ リテ ィの もつ独 自性 な らび にモ ダ リ
テ ィを超 えた共通 的特性 によ り感性印象 は多重 に賦活 され、 冒頭で述べた豊富な印象 が形成 されている
こ とであ る。
第2章 感覚関連印象の構造と定量化
感性 印象 には、`快い'`美 しい'な ど特定 の感覚モ ダ リティに関与 しない もの と、`やわ らかい'`静
かな'な ど感覚 モダ リティに関与す るものの2つ があ る。本論文で は、感覚的な形容 語に よって語 られ
る感性 印象 を感覚関連 印象(sensoryrelevantimpressions)と定義す る。
印象測定法 であるSD法で は、15～20個程度 の双極性の形 容詞 尺度 に よって、印象判断がな され、得 ら
れた多変量 データに因子分析 を施 す と、感性 印象 の基本3次 元 といわれ る評価性(Evaluation)・活動
性(Activity)・力量性(Potency)の3因子が抽出 され る。活動性因子 は`静 か な一にぎやか な'な ど
の聴覚 的形容詞対で構成 され るこ とが多 く、力量性因子 は`や わ らかい一硬 い'な どの触覚 的形容詞尺
度 によって構成 され る ことが多い。一方 、評価性因子 は、`快一不快'、`好き一嫌 い'な どの形容詞対 に
よって構成 され、特定の感覚に特化 した形容詞対 は含 まれ ない。第2章 では、SD法によって得 られ る感
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性印象の基本3因 子に内在する感覚関連印象に焦点 をあて、新たに考案 した感覚関連度(sensory
relevancescore)という手法による定量化の可能性や、感i生工学的応用性を検討した。
感覚関連度は、印象判断で使用される個々の形容詞対の感覚関連の程度(以 下感覚関連性 と呼ぶ)を
あらかじめ計測 し、その計測値 とSD法によって抽出された因子負荷量 とを合成することによって算出
される。具体的にはまず、形容詞対の感覚関連の程度を測定するため、SD法で使用する形容詞対につい
て、 どの程度5つ の感覚(視 覚 ・聴覚 ・触覚 ・嗅覚 ・味覚)に 関連するか強制選択課題を実施 し、頻度
確率を算出する。次に別の実験参加者に、絵画刺激などの対象 となる刺激セッ トについてSD法による

















触覚 ・温覚 ・冷覚 ・痛覚 ・味覚 ・嗅覚 ・平衡感覚 ・身体運動感覚)に どの程度関連するか個別に計測す
るMD(ModalityDifBerential)尺度を作成 し、SD法で頻繁に使用 される形容詞対75対について感覚関
連性を計測 した。因子分析およびクラスター分析の結果、これらのデータは、遠感覚 ・近感覚 ・自己受








これ まで印象や情緒的意味の研 究は、健常者 を対象 とした ものがほ とん どで あった。 しか し投影法 な
どにみて とれ る ように、刺激 によって喚起 され る印象 は、個々人 の認知的、心理的機 能 を強 く反映 す る。
第3章 で は、感情認知機能 に障害 があ る とされ るアレキシサ イ ミア(alexithymia)傾向者 の感覚関連
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印象 を検討 した。ア レキシサ イ ミア傾 向者 は、心身症 患者 の臨床観察か ら導 き出され た人格特性で、感
情 の同定 ・表出の困難、貧 困な想像力、外面性思考 な どの特徴 を もつ。 また、加 えて、情動覚醒時 にお
ける身体感覚の認 知に障害が ある とされ、特 に、身体 的な感覚 を強 く、 よ り不快 に、不安 に感 じる症状
(体性感覚の増 幅、somatosensoryamplification)があ らわれや すい とい う。 そこで、前章で述べた絵
画刺激 によって喚起 され る触覚印象が、 ア レキシサ イ ミア傾向者 によって どの ように認知 され るか検討
した。
刺激 お よび実験 デザイ ンは上述 した絵画 ・言語刺激の印象分析研究 と同 じで、SD法による言語、絵画、
絵画+言 語刺激 の印象評定課題 を実施 した。大学生 を実験 参加者 とした言語、絵画、絵画+言 語刺激 の
印象評 定結 果(第2章)を コン トロール条件 とし、アレキシサイ ミア傾 向者 のデータ と比較 を行 った。ア
レキシサ イ ミア傾 向者 の抽 出 は一般 的 なア レキシサイ ミア傾 向 を測 る質問紙 佃oronto-Alexithymia
Scale-20)を用 いた。合計ス コアが61点以上65点以下 を中 アレキシサイ ミア傾 向者(40名)、66点以上 を
高ア レキシサイ ミア傾向者(31名)と した。 アレキシサイ ミア群(中 ・高)の デー タを因子分析 し、感
覚 関連度 を算 出 したが、因子構造、感覚関連度 ともに、健 常者 の傾 向 とほぼ同じで あった。次 に、 中 ・
高 ア レキシサ イ ミア傾 向者 とコン トロール群の全 デー タを因子分析 し、因子得点 を算出 し、各 因子 にお
け る中 ・高 アレキシサイ ミア傾 向者 とコン トロール群 の差 を検討 した。因子分析 で はこれ までの結果 と
同様 に、評価性、活動性 、力量性 因子 の3因 子が抽 出され、力量性因子 は触覚 に関連 す る形容詞対 によっ
て構成 され ていた。因子得 点について因子 ご とに、 アレキシサイ ミア傾 向(中 、高、 コン トロール)×
刺激(8概 念)の2要 因分散分析 を実施 した結果、力量性 因子 のみアレキシサイ ミア傾 向 と刺激 の交互
作用が得 られ、高 アレキシサ イ ミア傾 向者 は`不 安'や`憂 うつ'の 概念 において コン トロール条件 よ
りもマイナスの力量性 の印象(`柔 らかい'`鈍 い'な ど)を よ り強 く知覚 してい ることがわか った。 ま
た、全体的 に、 アレキシサイ ミア傾 向者の触覚印象 は、 プ ラスに もマイナス にも増 幅傾 向にある ことが
示唆 された。
体性感覚の増 幅傾 向は実際の病理的変化 は伴 わず、認知的 な問題 で ある といわれ ているが、今回の結
果 は、感情機能 障害傾 向に よる認 知機能 の歪 みが感覚関連 印象 の生起 に反 映す る可能性 を示 唆 してい
る。 また、 これ までア レキシサイ ミア傾 向者の研究 は、表情刺激の ラベ リング課題 な ど、反応の正確 性
に焦点 をあてた研 究がほ とん どで あった。本章 で示 した、感覚関連印象の分析 に よって、 アレキシサイ
ミア傾向者 の認知機能 の質的側面 にせ まることが可能で ある ことが明 らかに され た。
第4章 感覚関連印象の脳内基盤
前章までの多変量解析的手法を用いた研究か ら、絵画刺激から喚起 される触覚印象の存在、または感
情機能 と感覚関連印象の結びっきなどを示 してきた。本章ではニューロイメージング技法を用いて、 ど





近赤外光スペク トロスコピィは、780ナノメー トル、830ナノメー トルの2波長の近赤外光を頭皮に照



































処理中枢 とみなされ、複数のモダリティからの情緒的入力を調整 ・統合 していると考えられ る。 しか し




係などの一般法則が検討されてきた。 しかし、これらの法則が必ず しも安定 して適合するわけではない
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こ とも同様 に広 く知 られて いる。他 方、認知心理学で は、好意判断 に関わ る現象 として、新奇刺激 に繰
り返 し接触 す ることによって、その刺激 に対 する親近性が増加 し、好 意度が高 まる とい う単純 接触効果
が知 られてい る(Zajonc,1968)。この現象 は、メ タ分析研究 の報告 に もあるように、例外 はあるにせ よ、
さまざまな刺激、文化 において、比較 的安定 して効果が得 られ、発生 には知覚的流暢性の促進 が関与 す
る と考 え られている。知覚的流 暢性 の促進 は、異種モ ダ リテ ィ間で も生 じる ことが指摘 されてお り、特
に、視覚一触覚問では物体認知の促進効 果や物体情報 の転移が知 られてい る。
そ こで、第5章 で は、新たな視点 か ら、上述 した2つ の アプローチでは見過 ごされてい る問題 を取 り
上 げ、異種 モダ リティによる刺激 に対 する先行接触が好意判 断 にお よぼす影響 を実験 的 に検討 した。
刺激 は、新奇 な立体 刺激16対(タ ーゲ ッ ト8体 、デ ィス トラクタ8体)を 用 いた。 これ らの刺激 は刺
激形態 にバ リエー シ ョンをもたせ るため、芸術系大学生8人 に依頼 し、 さまざまな感情 や抽象概念 を表
現 す るよ う製作 して もらった。 なお、 ター ゲ ッ ト刺激 とデ ィス トラクタ刺激 は好意度 に差がない ことを
あ らか じめ別の実験参加者 で確認 した。実験 は、視覚 で単純接触 し、1-3日 後 に触覚 で好意判 断を行
う群(Visual→Tactile、VT条件)と 、触覚 で単純接触 し、視覚 で好意判 断す る群(Tactile→Visual、
TV条件)を実験条件 とし、両課題 を同一 モダ リティで行 うW(Visua1→Visual)とTT(Tactile→Tactile)
条件 をコン トロール群 とした。 また全条件で、好意判 断終 了後、 それ ぞれの刺激 について接触 時に見 た
(もしくは触 った)こ とがあ るか を答 える再認課題 を行 った。
以上 の4条 件 で得 られ た好意度評定値 について、条件(W、TT、VT、TV)× 単純 接触(タ ーゲ ッ
ト、デ ィス トラクタ)の2要 因分散分析 を行 った。その結果、実験参加者 は、TT条件 とVT条件 で、ディ
ス トラクタ刺激 に比べ、ターゲ ッ ト刺激 を有意 に好 んだ ことが示 された。それに対 して、W条 件 および
TV条件で は、 ターゲ ッ トとデ ィス トラクタ刺激 の間で好 意度評定値 に有意 な差 は示 され なか った。 こ
れ らの結果 は、すで に報告 されてい る認知 レベルでの視 覚一触覚間 での物体情報 の転移 に加 え、好意印
象な どの情緒的情報 について も感覚間転移 が生 じることを示 した新 しい知見 といえ る。 また、触覚 によ
る好意判断で は、同一 モダ リティで も感覚間で も、刺激 に対す る先行経験が判 断に影響 を与 え、好意度
を増加 させ るこ とがわかった。
一方、再認成績の結果につ いては、 ノンパ ラメ トリック信号検 出理論 を もとに弁別感度を反映す るA'
と判断基準 を反映 す るB"を算 出 し、それぞれ1要 因の分 散分析 を実施 した ところ、A'のみ主効 果が あ
り、下位検定の結果、VV条件 のA'がTVおよびVTのそれ に比べ有意に高 かった。 またA'の値 と、ターゲ ッ
トとデ ィス トラクタ刺激 の好意度評定値 の差分値 につ いて相関係数 を算出 した ところ、 ほぼゼ ロ付近 で
無相関で あるこ とがわかった。以上 の結果か ら、好意度 と再認成績の両者 には関連が な く、先行経験 に
よる好意度の増加 は再認 とは独立で あるこ とが示 された。 これ は、感性処理 と認知処理 の解離性 を示 し
た重要な心理学的 ・神経科学的知見 と一致 す る結果 といえ よう。
また好意度の増加 が、触覚モダ リテ ィで好意判断 を行 う場合(TTおよびVT条件)にのみ生 じた ことは、
接触経験の効果 は非対称 的にはた らき、触覚での好意判断 のみが先行経験 の影響 を受 ける ことを示 して
いる。触覚 は外受容性 と内受容性の両方の特性 を もっが、古 くはWJamesとC.LarLgeの理論で も重要
視 された よ うに、内受容性 の内臓感覚や 自己受容感覚 な どの情報 は、感情 や情緒 の喚起過程の重要な基
盤 となって いる。 また、触覚 は、発達心理学 ・臨床心理学 的に も情緒処理 に重要 な役割 をはたす といわれ




印象は感覚モダ リティを通 して生起するものであるが、これまでの印象研究では、実際に感覚に着 目
した議論はほとん どな く、その影響や効果についてはほとん ど明らかにされて こなかった。しかしなが
ら、印象測定法の古典ともいえるSD法や、また日常で語 られる印象の記述には随所 に感覚モダリティの
関与を見て取ることができる。さらに、印象記述に用いられる形容詞は五感 と極 めて密接に関与 してい
ることが定性的に示唆されてきた。
第2章 では、そうしたこれまで個別に検討 され ることが多かった、形容詞の感覚関連性 と印象測定法
を結びつけ、印象の感覚的側面を測定・数量化する試みを展開した。その結果、SD法で頻繁に使用され
る形容詞群は、極めて豊富な感覚関連性をもち、因子分析の結果、感覚モダリティごとに集約 され、因
子を構成 してい くことが明 らか となった。 これ らの結果は、従来からSD法でよ く抽出されてきた主要
因子を感覚関連性の側面か らとらえなおすことが可能であることを示 し、さらにそれらの基本的印象次
元が感覚モダリティの分類 と対応することを示唆するもので、印象 と感覚 との関連を考察する上で重要
な基盤 となる知見を提供するもの といえよう。










これ まで感性研究 は健常者 を対象 とした ものが ほ とん どであったが、 アレキシサイ ミア傾 向者の感覚
関連印象の分析で明 らか になった触覚 印象 の増幅 は、感情 障害 と感i生機能の強いインタ ラクシ ョンを示
唆す るものである。
W:JamesとC.Lange以来、感情 と身体感覚の関連 にっ いては、繰 り返 し議論が なされ、近年では、
A.R,Damasioらが感情認知に は体 性感覚野の賦 活が ともなうこ とを実証 して きた(Damasio,eta1.,
2000;Adolphetal.,2000)。また こう した基礎研究 のほか、母子関係で の触覚 コミュニケーシ ョンが
及ぼす情緒 的発達 への影響や、触覚的接触 に よる感情障害や 心的外傷後ス トレス障害(PTSD;Post-
Trauma七icStressDisorder)などへの治癒 効果な ど、感情 と触 覚の強い結 びつ きは、種 々の研究領域
で示 されてい る。 この よ うな中で、本論文で示 された視覚刺激か ら喚起 され る触覚 印象 の特性 と感情機
能の関連性 は新 しい重要な知見 といえる。心的イメージに より当該モ ダリテ ィが賦活す る とい う報 告や
第3章 でのNIRSによる脳活動 の検討 を考慮 す る と、視覚刺激 に よって喚起 された触 覚印象は、視覚野
のみな らず、体性感覚野をは じめ とする関連領 野全般 を少 なか らず賦活す ると考 え られ る。それに よ り





ェントに問う。 この手法は、印象測定法 と極めて類似 していることに注意する必要がある。 とくにロー
ルシャッハ検査では、静止画か ら感 じられる運動感 は運動反応 として知力や情緒性の指標 となってお
り、検査項 目全体 として感情反応性、感情統合能力を測定することが可能で、いわば、クライエントが
感受す る印象がクライエ ントの感情機能の診断材料 となっている。 したがって感覚関連印象は、単に












う聴覚野の賦活な ど、当該感覚領野が賦活することが報告されている。また、共感覚表現 と類似 した心
的現象 として共感覚現象があるが、数字を見ると色が見 える共感覚保有者の脳活動計測を行 うと、数字




カニズムは同じであった としても、一方は実感覚 として、もう一方は、言語表現、感性印象 としてのア
ウェアネスが伴 う必要がある。 これ らの区分けする仕組みは脳内のいずれの部位によって支配されてい
るのかなど、さらに両者の関連を検討 していく必要があるだろう。共感覚表現、感覚関連印象の脳内基
盤は、研究が始まったばか りであるが、さまざまな方向性から多面的に、また安易に結果にとびつ くこ
とな く慎重に検討 していく必要がある。本研究で見出されたSD法で抽出され る主要因子に対応する感
覚関連領野の賦活に関する知見は、その着実な一歩であると思われる。
6-4.感性情報処理における感覚間相互作用の重要性






感覚間相互作用の研究の多 くは、感覚 ・知覚 ・認知機能に関するものがほとんどで、感情や美感な ど
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の感性印象に関するものはほとん ど見受けられない。なかでも本論文で示した好意印象に触覚 ・視覚モ
ダリティがおよぼす影響 に関す る研究はほとんど皆無 と言ってよい。その意味で、視覚での先行接触
が、触覚的好意印象を増幅させるという今回の結果は、新 しい重要な知見であるといえよう。また今回












SD法な どの感性 印象測定法 は、評定者の判断 を意識 的 に問 うもので あ る。本論文 で展 開 した研 究 に
おいて も、実験 参加者 の実施す る課題 は基本 的にすべ て主観評定で あった。同様 に従来 の美感や感性印
象 にかかわ る研 究 において も、主観評定 による感性 印象が主 に検討 されてい る。 しか しなが ら、意識 レ
ベルでの印象判 断や美感報告 は、感情システム ・美感 システムの潜在的処 理の結果 の一・部 にす ぎず、主
観報告以外の手法 によって自動的 ・潜在的処理を よ り明確 に捉 える必要が あるだ ろう。
NIRSも含 めてPET(PositronEmissionTbmography;陽電子放射 断層撮影)やfMRI(functional
MagneticResonanceImaging;機能 的磁気共鳴画像)な どのニ ューロイメージ ング装 置は、本論文で
論 じた ように、主観評定 と対応づ けた分析が可能であ るほか に、実験参加者 がスキ ャン中に行 う課題 に
研究者の狙い と別 のダ ミー課題 を用意 して参加者 の意識 をそ らし、潜在的な情報処理 に関与す る脳内部
位 の特定 を行 うこ とも可能で ある。`快一不快'や`好 き一嫌 い'の 感性印象 は、意識的 に刺激が見 えて
いない閾下提示で も、あ る程度 の判断が可能 といわれてい るが、心理学的 ・生理学 的測定法 に加 え、これ ら
ニ ュー ロイメージ ング装置 を用 いれ ば潜在的な感性処理 を支 える脳活動 を明 らかにす ることもで きる。
感覚 ・知覚の領域 では、 プライ ミングやマス キングな どの手法で順応や干渉効果 を測定可能で あるが、
こうした手法を美感や感覚印象の測定な どへ応用 す ることによって、潜在 的な処理機構 を検討す るこ と
がで きる。 また、Suzuki&Gyoba(inpress)では、刺激へ の先行接触 は閾上で行われたが、 これ を
閾下提示すれぼ、感性 印象 の感覚問相互作用 をさらに詳細 に検討で きるで あろう。近年 の感性工学の隆
盛 に比べ、心理学的考察 はまだまだ不十分で あるが、た とえば、視覚での周辺視 、中心視 にお ける印象
特性 な ど、感覚 ・知覚 で明 らか となってい る基本特性 に基づ く検討 を行 えば、感覚知覚 の基本メカニズ
ムに根 ざ した感性研究 が可能 となる。
6-6.感性処理機構 の神経基盤
美 に関す る神 経基盤 を明 らかに しようとす るS.Zekiらによる神経美学(Neuroaesthetics)は、新 し
いアプローチ とい える。 しか しなが ら、神経美学の研究では、`美しさ'と い う主観感情 に着 目す るもの










本論文の総合考察の最後 に、感性処理機構のモデルを提案 した。上述 した3っ のメインモジュール
(感覚関連印象生成機能、報酬 ・感庸機能、意志決定機能)と それぞれの下位モジュールが関与すると




論 文 審 査 結 果 の 要 旨
本論文 は、感覚モ ダ リテ ィを通 して直接的 に喚起 され、感情 あ るいは情緒 と深 い結びつ きを 自動 的に
もつ印象 を感性 印象 と定義 し、その心理特性 を明確 化す る多変量解析 と脳 内基盤 の解 明 を行 った もので
あ る。本論文 は全6章 か ら構成 され た。
第1章 で は論者 は、感性研究 の歴 史をG.T.:Fechnerの実験美学 の構 想以前 にまで さか のぼって概観
した上で、現在 の感性研究 は、対象 を芸術 に限定せ ずに、 よ り幅広 い対象か ら喚起 され る好 みや美感、
またそれ らと同時 に喚起 され る多種多様な印象を研究 対象 としてい ることを確認 した。そ して、感性印
象 は感覚 モダ リティを通 して生起す るもので あるが、従来 の研究で は、実際 に感覚に着 目した議論 はほ
とん どな く、 その影響や効 果 につ いて も定量的 にはほ とん ど明 らか にされて こなか った ことを指 摘 し
た。 印象測定法の古典 ともいえ るC.E.OsgoodのSemanticDif質erential法(以後SD法 と略記)や 、`や
わ らかい色'`明 るい音'な どの共 感覚表現(synes七heticexpression)などには、感覚 モダ リティの深
い関与 を随所 に見て取 ることがで きる とし、それ らの相互作用 を定量的 ・多変量解析 的に、 さ らに脳科
学 的に解明す るこ とが急務で あ るとした。
第2章 で は、感性 印象 の うち、特 に感覚的な形容語 に よって直接的 に表現 され るものを感覚関連印象
(sensoryrelevantimpressions)と定義 し、感覚関連度(sensoryrelevancescore)とい う新たな指
標 を考案 して、SD法で よ く抽 出され る基本 的3因 子(評 価性、活動性、力量性因子)の 感覚的側面 を測
定 ・数量化す る試 みを展開 した。感覚関連度 は、SD法 でよ く使用 され る個 々の形容詞対 の感覚関連 の程
度(以 下、感覚関連性 と呼ぶ)を あらか じめ計測 し、その計測値 とSD法に よって抽 出された因子負荷量
とを合成す るこ とによって算 出され る。その結果、先行研究で繰 り返 しいわれて きた絵画刺激 によって
触覚関連 性が強い印象が喚起 され るこ とを定量化 に示 す ことに成功 し、また、感性工学的な応用 として、
室 内空間 や香水 のボ トル な どを素材 として、従来 のSD法だけで は とらえきれ ない製品 の用途 にあった
感覚関連 印象の分析 と抽 出が可能であ ることを示 した。 さ らに、論者 は、先 の形容詞対の感覚関連性 の
計測で問題であった強制選択 を改良 し、複数 の感覚モ ダ リテ ィ(視 覚 ・聴覚 ・触覚 ・温覚 ・冷覚 ・痛覚 ・
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味覚 ・嗅覚 ・平衡感覚 ・身体運動感覚)に どの程度関連す るか個別 に計測 するMD(ModalityDifferential)
尺度 を考案 した。 この手法 によ り、先の強制選択法 に もとつ く感覚関連度では視覚 に高 い関連性 を示 し
ていた評価性因子 を構 成す る形容詞 対群 は、 どの感 覚モ ダ リテ ィに も高い関連性 を もっ マルチモ ダリ
テ ィ的特性 を示す こ とがわかった。一方、活動性因子、力量性因子 を構成す る形容詞 対は、 それ ぞれ聴
覚・運動感覚お よび触覚 に高 い関連性 を持 ち、MD尺度 に よってよ り正確 に対象 の感覚 関連性 を計測で き
る可能性が示唆 された。
第3章 では、感情認 知機 能 に障害が ある とされ るア レキシサイ ミア(alexithymia)傾向者の感覚関
連 印象が検討 された。 ア レキシサ イ ミァ傾 向者 は、心 身症 患者 の臨床観 察か ら導 き出 され た人格 特性
で、感情の同定 ・表 出の困難、貧 困な想像力、外面性思考 な どの特徴 をもつが、特 に、身体 的な感覚 を
強 く、よ り不快 に、不安 に感 じる症状(体 性感覚 の増幅、somatosensoryamplification)があ らわれや
すい とい う。絵画刺激 が もた らす感覚関連印象が アレキシサイ ミア傾 向者 によって どの ように変容す る
かをSD法によ り分析 した。その結果、力量性因子 にア レキシサイ ミァ傾向 と絵画刺激 の交互作用 が得
られ、高 アレキシサイ ミア傾 向者 は`不 安'や`憂 うつ'の 概念 において コン トロール条件 よりもマイ
ナスの力量性 の印象(`柔 らか い'`鈍い'な ど)を よ り強 く知覚 してい ることがわか った。 また、全体
的に、 アレキシサイ ミア傾 向者 の力量性印象 は、 プラスに もマイナスにも増幅傾 向にあ ることが示唆 さ
れた。論者 らの これ までの研究か ら、力量性 因子は特 に触覚関連性が高 いこ とが示 されてい るので、上
記 の結果 は、 アレキシサイ ミアに伴 う体性感覚の増 幅傾 向が反映 した ものであ ることが考察 された。 こ
れまで アレキシサイ ミア研究 は、表情刺激 の ラベ リング課題 な ど、反応 の正確性 に焦点 をあてた研究が
ほ とん どであ ったが、論者が行 った感覚関連 印象の分析 に よって、 アレキシサイ ミア傾 向者 の感性 ・認
知機能の質的側面 にせ まることが可能で あるこ とが明 らか にされ た。
第4章 で は多 チャンネル近赤外光 スペ ク トロス コピィ(NIRS)を使用 したニュー ロイメージ ング技
法 によ り、感覚 関連 印象の脳 内基盤が分析 された。近赤外光 スペ ク トロス コピィは、非侵襲性が きわめ
て高 く、安全 であ り、実験参加者 の拘束が極 めて緩 い ことで、感性 印象 に関連 す る脳 内活動 を計測す る
際 には最 も適 したイメージング手法 とい える。SD法に よる絵画刺激の評定課題遂行 時の側頭、前頭、後
頭 に広が る部位 の血液量変化 を測定 した結果 、評価性 に関連す る尺度で印象判 断を行 って いる時 は、特
異的な変化 は得 られ なか った ものの、活動性 に関連 す る形容詞尺度での印象判 断時 には、聴覚情報 処理
に関連す る右 上側頭 回や右下前頭葉 な どに有意な賦活 が認 め られ た。 さらに`に ぎや かな'と 判断 して
い る場合 よ りも、`静か な'と判断 してい る場 合のほ うが酸素化ヘモ グロビンg)濃度が有意 に高 いこ とが
わか った。一 方、力量性 因子 に関わる印象判断時 は、一次体 性感覚 野や運動野付近が賦 活 してお り、`硬
い'と い う判 断時 よりも`や わ らかい'と 判 断 してい る場合 のほ うが酸 素化 ヘモグロビンの増加 が大 き
い ことが示 された。 活動性、力量性因子 に関す るニューロイメージング結果は、感覚 関連度 による分析
か ら論者 らの これ まで明 らか に して きた知見、すなわち活動性 と力量性因子 はそれぞれ聴覚 また は触覚
関連性が高 い とい う結果 と一貫す る もので あった。一方、第2章 でのべたMD法 による多変量解析 的分
析で は、評価性 因子 は、 どの感覚モ ダリテ ィに も高 い関連性 をもつマルチモダ リティ的特性 をもつ形容
詞対群で構成 されてい ることが明 らか にされてい るので、特定感覚領野 に処理基盤が あ る可能性 は低い
と考 え られた。 また、今回測定で きなかった前頭 ・後 頭、 また はNIRSでは計測困難 な脳深部 な どが評
価 的判断 に関連 してい る可能性 について も議 論 された。
第5章 では感性 印象 と感覚モ ダ リテ ィの関係 につ いて、特 に好意印象(`好き'と い う感性 印象)に 着
目し、異種感覚モダ リティによる刺激 に対す る先行接触が好意印象 にお よぼす影響 を検討 した。 これに







れようとも好意判断に変化は見 られなかった。また、 これ らの非対称的な結果は、視覚や触覚による立
体刺激の再認の程度 とは無相関であ り、認知的側面 とは独立 したメカニズムによりもたらされているこ
とが明らかにされた。触覚は外受容性 と内受容性の両方の特性 をもち、視覚以上に、先行 して内的に蓄
積された感性的 ・情緒的情報に対する感度が高 く、アクセスが容易である可能性が論じられた。
第6章 の総合考察では、論者は上述 した合計7件 の実証研究から得 られた知見 とその学術的、応用的
意義について考察を試みた。まず、形容詞の感覚関連性 と印象測定法を結びつけた感覚関連度の考案に
よって、従来か らSD法でよく抽出されてきた主要因子を感覚関連性の側面からとらえなおすことが可
能であることを示 した研究成果は、今後の感性研究に大 きなインパ クトを与えるといえよう。今後、
種々の日常品や製品などを対象 として、使途や好みと感覚モダリティのマッチングが とれた印象の測定
や生成などを検討すれば、新 しい感性工学的展開も期待できよう。 また、感覚関連印象は、個々人の感
情 ・情緒的状態を反映するものであり、アレキシサイ ミアなどに代表 される感情障害の診断指標 となり




重要な知見 といえる。感覚聞相互作用の研究の多 くは、感覚 ・知覚 ・認知機能に関するものがほとん ど
で、感情や美感などの感性印象に関するものはほとんど見受けられない。その意味で、視覚での先行接
触が触覚的好意印象を増幅させ るという今回の結果は、感覚問相互作用に関する新 しい知見であるとい
えよう。総合考察の最後では、得 られた知見を総合 して、今後、 この分野の研究展開を促進するユニー





イメージングの手法を駆使 して、定量的 ・脳科学的に検討 したものである。得られた成果は斬新でイン
パク トがあり、理論的にも応用的にもこの分野の発展に寄与するところが大きい。 よって、本論文の提
出者は、博士(文 学)の学位を授与されるに十分な資格を有す るもの と認められる。
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